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■開催結果
来場者数は，金沢大学資料館会場（１０月１６～
２９日）では合計１，１７９人，石川近代文学館会場
（１０月１６～２３日）では合計１，３８７人という，両
会場ともに予想を大きく上回る結果となりまし
た。特に，四高同窓会の記念式典等が行なわれ
た２１・２２日には，多くの四高同窓生が近代文学
館会場を訪れ，当時の学校生活の貴重なお話を
聞くこともできました。
当初，二会場での展示は準備にかかる負担が
大きすぎるため，近代文学館のみを会場とする
案もありましたが，金沢大学において展示を行
なうことで，学生に自分の学ぶ大学の歴史に親
しんでもらうこと，さらには市民や四高の卒業
生の方々に金沢大学へ足を運んでもらい，今の
金沢大学を知ってもらいたいということで，金
沢大学資料館での展示も行なうこととなりまし
た。
現在の金沢大学は，交通アクセスの面でかな
り不便な環境にあるので，来場の便宜を図るた
め，会期中の１０月２１日・２２日に，金沢大学～石
川近代文学館～金沢駅の間に無料シャトルバス
を運行しました。無料バスの利用率については
課題が残る結果となりましたが，無料バスがあ
ったために金沢大学会場へ来たという方もおり，
それなりの成果がみられました。
来場者に実施したアンケートでは，展示内容
について概ね好評をいただきました。「教育・
文化遺産として，いつまでも大切に保存，普及
してほしい」というご意見に応じてゆくことは，
まさに今後の大学の責務であると思われます。
■展示を終えて
今回の展示は，準備期間が短かった上に，二
会場での開催，また通常業務の傍ら資料調査・
展示準備を行なうというハードなもので，開催
できたということに驚いているのが正直なとこ
ろです。四高同窓生の方や歴史を学んでおられ
る方々から見れば，勉強不足であらの多い内容
であったとおしかりを受けることばかりですが，
歴史ある「学都金沢」の貴重な資料を未来へと
引き継いでいくために，今後も努力していきた
いと考えています。
最後になりましたが，今回の展示を実施する
にあたり，ご協力をいただきました皆様に心よ
り御礼申し上げます。
※今回の展示は，かなざわ・まち博２００６特別企画「学
都の心を再び」の一環として，金沢大学附属図書
館・金沢大学資料館が，かなざわ・まち博２００６開
催委員会との共催で開催しました。
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